
平成 29 年 10 月現地情報 

糸魚川駐在 

～上越地区漁業者交流大会が開催～ 

 

 ３日（火）、上越市のうちやま料理店において、上越地区水産研究協議会の主催に

よる漁業者交流大会が開催されました。本大会は糸魚川市及び上越市の水産業の発展

のため、活動発表や情報交換により、漁業者間の交流を深めることを目的としていま

す。当日は、青海町漁協、上越漁協、名立漁協、上越市漁協の漁業者や来賓等107名

が出席しました。 

 はじめに、青年の主張として、県立海洋高等学校海洋開発科海洋技術コースの菊池

巽さんより「バイ篭漁の実用化に向けて」の発表があり、続いて上越漁協能生支所の

榊祥隆さんより、念願の独立を果たした経緯や、今思うこと、これからの抱負を語っ

ていただきました。また、活動発表として、名立漁協研究会の高野勝さんから神経締

めの取組について紹介がありました。 

 さらに今回は、山口県より萩大島船団丸代表（(株)GHIBLI代表取締役）の坪内知佳

さんを講師に「荒くれ漁師を束ねる力 地方創生時代の私達の役割！」と題した講演

がありました。代表になるまでの経緯、６次産業化の取組のほか、これまでの苦労、

今後の展望について、エネルギッシュな語り口に、多くの参加者が熱心に聞き入って

いました。 

閉会後の懇親会では、参加者同士の交流が更に深まり、とても貴重な交流会となり

ました。このような機会を通じて地域の漁業が少しでも活性化することを期待してい

ます。 

  

  

   

   名立漁協研究会の活動発表       (株)GHIBLI 坪内氏による講演 
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新潟駐在 

～漁業士会がイベントで水産物をＰＲ～ 

 
21 日（土）、22 日（日）、ＢＳＮ（新潟放送）が主催する「ニイガタぞっこんフェスタ～新潟米収

穫祭オリジナル丼フェスタ～」が朱鷺メッセで開催され、県漁業士会が県産水産物のＰＲ活動を行

いました。 

このイベントは、今年度から本格的に販売を開始した県産ブランド米「新之助」と、県産食材を

使用したおかずを販売するもので、県漁業士会、魚食普及の会等 30 名が参加し「ニギスのつみれ汁」

を販売しました。つみれは、上越漁協の加工場で会員が事前に加工し、３Ｄ凍結機で凍結した物を

使用しました。３Ｄ凍結したつみれは、生のものと遜色ない食感で、２日目には予定時間よりも早

く完売するほど来場者に好評でした。 

また、イベントでは、漁業士会の活動内容の紹介のほか、今年の 12 月からブランド化に取り組む

「越後本ズワイ」をＰＲするため、リーフレットの配布を行いました。漁業士会による水産物ＰＲ

イベントについては、今後も県内で積極的に実施していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ブースに並ぶ来場者 

予定より早い完売 

「越後本ズワイ」のリーフレット 



平成 29年 10月現地情報 

村上駐在 

 

～村上で旬のサケを使った料理教室開催～ 

 

28 日（土）、村上市神林地区公民館で旬のサケを使った料理教室が開催されました。 

主催は「越後むらかみ FOOD（風土）プライド食のモデル地域構築計画協議会」で、新潟県魚食普

及の会を講師に迎え、11名の村上市民が参加しました。 

当日は、新潟県漁村女性アドバイザーでもある丸山会長が参加者に対し、塩引きサケを作る際の

捌き方、いくらのほぐし方、焼き漬けなどの作り方を指導しました。参加者は、漁業関係者ならで

はの調理法に感心しながら指導を受け、楽しく調理していました。 

調理後に、参加者から話を聞いてみると、講習が分かりやすかったので、サケを一匹購入し、塩

引きを作ってみたいとの声や、また参加したいとの声が聞かれ、講師も大きな手ごたえを感じたよ

うでした。今後も、このような機会を通じ、魚食普及が推進されることを期待します。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講師による実演                  調理実習 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いくらの醤油漬け、焼き漬け、フライ等、            試 食 



平成 29 年 10 月現地情報 

佐渡駐在 

～加茂湖で生き物調査を実施～ 

 
５日（木）、両津小学校総合学習の一環である加茂湖生き物調査が、佐渡島加茂湖水系再生研究所

の主催で行われました。加茂湖伝統漁法の体験を通して加茂湖に興味を持ってもらうのが目的で、

約 30 名が参加しました。 
始めに、加茂湖漁協の森山理事より加茂湖で昭和 10 年頃より行われてきた柴漬け漁※の方法と歴

史について説明がありました。加茂湖では以前、魚釣りの餌となる小型魚、エビ類を採集する柴漬

け漁が行われており、狙う魚種によって木の種類を変えていたそうです。 
その後、事前に設置した約 10 個の柴を引き上げたところ、タツノオトシゴ、スジエビ、アメフ

ラシ、小型魚類等、多くの生物が採集され、参加した子供達からは歓声があがりました。 
この活動を通して、地域の人々が加茂湖の環境や漁業により関心を持ち、理解を深めてもらいた

いと思います。 
 
※ 柴漬け漁 …木の枝を束ねて 1 週間ほど湖内に吊し、水産生物を獲る漁 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     柴漬け漁の説明                 採 集 １ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

       採 集 ２                 採集した生物 
 
 


